
令和 4年度 ＤＸマインド醸成研修（オンライン講座等）企画運営業務委託企画提案募集要項に基づく質問に対する回答 

番号 質問受付日 質問 回答 

1 10 月 24 日 企画提案書の提出部数は、 

・実施要領５．３（１）では副本１０部 

・企画書作成要領２（２）では副本８部 

となっているが、何部提出すればよいのか。 

実施要領に記載誤りがありました。 

副本は８部提出いただければと考えております、 

2 10 月 24 日 仕様書の５（２） 業務成果の帰属等 について、著作権に

ついて実施会社に属するような内容に変更していただく

ことは可能でしょうか。使用範囲や複製についてはご希望

に合わせさせていただけるのですが著作権の放棄は出来

ないためご質問させていただきました。 

新規に制作された動画については、本業務の委託により著

作権が生じるものであるため、県に帰属するものとさせて

いただきます。 

ただし、従前から受託事業者が保有していた著作物につい

ては、第三者の著作物と同様の扱いとします。そのため、

仕様書としては、以下のように訂正（下線部を追加）させ

ていただきます。 

 

① 本業務により制作された動画、撮影素材等の成果物の

所有権、著作権及びその他の権利は、県に帰属するも

のとし、県はウェブサイト等に随時使用、複製できる

ものとする。成果物に従前から受託事業者が保有して

いた著作物又は第三者の著作物が含まれている場合、

当該著作物（当該著作物を改変したものを含む）の著

作権は、従前からの著作権者に帰属するものとするが、

県は、これを無償で、非独占的に使用できるものとし、

受託事業者はそのために必要な著作権処理を行うこ

と。 



番号 質問受付日 質問 回答 

3 10 月 25 日 下記にある、10 回開催について、講師を複数名用意し、各

回違う講師が同じ内容で開催することは問題ないでしょ

うか？ 

 

② 講座の実施方法 

・ １回５０人を目途とし、１０回開催する。（各回同じ内

容の講座）なお、土曜日もしくは日曜日に２回以上開催す

ること。 

事前に提案書に示されている複数の講師、もしくは、提案

書に示されている講師と同等の講師が同じ内容の講座を

行うことは差し支えありません。 

4 10 月 27 日 「企画書作成要領様式②」は 

２．研修の内容(2-2,2-3)から 

３．業務遂行能力(3-6,3-7)とあいだのナンバーが飛んで

おりますが、その間は項目なしという認識でよろしいでし

ょうか。 

御指摘のとおり番号が飛んでいますが、その間に項目はあ

りません。 

これは、資料 08 評価基準も同様になります。 

5 10 月 27 日 ① 受講対象に学生は含まれますでしょうか。 

 

② 山梨チャンネルでの動画の配信は限定公開での配信と

なりますでしょうか。 

① 学生については積極的に募集するものではありません

が、受講を排除するものでもありません。 

② 山梨チャンネルでの公開について制限等を行う予定は

ありません。 

6 10 月 27 日 （１） youtube 広告用の動画制作について、紹介編となる

動画とは、youtube の TrueView 広告のことなので

しょうか。その場合、5 秒でなく、例えば 30 秒く

らいの尺の動画を制作しても良いでしょうか。その

場合、冒頭 5秒のスキップ出来ないところに重要な

ポイントを載せる仕様にいたします。 

 

 

（１） 質問内容の仕様で問題ありません。 



番号 質問受付日 質問 回答 

6 10 月 27 日 （２） オンライン講座終了後の配信について、①講師だけ

映っている映像、②講師、受講 者ともに映ってい

る映像、どちらを想定されていますでしょうか。②

の場合、顔出しの許可を取るか、もしくはモザイク

をかけるなどの編集が必要だと考えたため、 ご教

示いただけますと幸いです。  

（３） 集客は県の HP やプレスリリース、メルマガ、LINE

等で実施される認識でよろしいで しょうか。 

 

（４） 対象者は山梨県下の企業（大中小問わず）又は山梨

県在中のビジネスパーソンという認識でよろしい

でしょうか。 

（２） ①講師のみの映像を想定しています。 

 

 

 

 

 

（３） 集客については県の広報媒体等により行うという

認識で問題ありません。ただし、集客についての独

自の提案を妨げるものではありません。 

（４） 仕様書２（２）、（３）記載のとおり、紹介編・入門

編の対象は「県民」となりますので、ビジネスパー

ソンに限りません。 

7 10 月 28 日 オンライン講座の参加者は自宅等から Zoom 等で接続す

る想定でよろしいでしょうか。 

受講者側の NW環境や設定の不具合による、「接続できない」

「声が聞こえない」といったトラブルに関して想定されて

いるご対応方法がございましたら、ご教示いただけないで 

しょうか。 

※弊社としては事前のご案内に、接続方法や音声確認方法

を記載することは可能ですが、研修開始後のトラブルに関

しては、配信側の対応保証に限界がございます。 

 

 

 

 

参加方法は質問内容のとおりです。 

接続できない等のトラブルに対して想定している対応方

法は特にありません。受託事業者のノウハウの中で対応い

ただきたいと考えています。 

 



 

番号 質問受付日 質問 回答 

8 10 月 28 日 ① 中長期ビジョンとして数年後のロードマップは存在

しているか。短期的な案件と捉えましたが、将来的に

DX を活用してどのような姿になりたいか、もしくはそ

こも今回策定すべきかの確認になります。 

② 効果測定で想定されている具体的内容をご教示いた

だけますでしょうか。 

③ オンライン講座について、受講生同士でグループワー

クを行うことは可能か？ 

④ オンライン講座の実施方法に関して、「土曜日もしく

は日曜日に２回以上開催すること」とあるが、平日 1

日＋土曜日 or 日曜日に 1 日の計 2 日開催でも良いの

か。 

⑤ オンライン講座の実施方法に関して、複数テーマ×10

回開催でも良いのか。 

① ３年程度継続して行っていくことを想定しています。 

 

 

 

② アンケートを想定しています。 

 

③ 差し支えありませんが、操作に不慣れな方も多い想定

での対応をお願いします。 

④ 仕様書２（３）②に記載したとおり、10 回開催してい

ただくうちの 2回以上については土曜日もしくは日曜

日に開催いただきたい趣旨ですので、質問の趣旨とは

異なります。 

⑤ 仕様書２（３）②に記載したとおり、同じ内容でお願

いします。 

9 10 月 27 日 下記の動画クオリティについて、どのようなイメージかを

ご共有いただけますでしょうか 

弊社が作成するスタイルは、ＰＰＴの資料をバックに、登

壇者を右下に合成させて作成するスタイルなのですが、そ

れでも大丈夫か、ご教授いただけると幸いです。 

① ＤＸマインド醸成（紹介編）動画作成業務 

ＤＸとは何か分からない、ＤＸという言葉を聞いたことが

ない県民を対象に、ＤＸの言葉の定義から、なぜＤＸ の推

進が求められているのかを理解してもらうための動画を

作成する。動画作成条件は次のとおりとする。 

動画については、県民の方が PC 等により視聴することを

想定していますので、一般的な PC で再生した場合に支障

が無いものであれば問題ありません。 

動画のスタイルについては、質問の内容から判断できる範

囲では問題ありません。 


